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に決定 

讐鶴I夢の浮橋』 

芦
野
湖
（
藤
枝
溜
池
）
の
水
辺
空
間
を
利
用
し
た
吊
橋

と
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
結
ぶ
、
東
北
一
長
い
浮
き
橋
の
 

「名
称
」
を
、
広
報
か
な
ぎ
三
月
号
で
募
集
し
た
と
こ
ろ

四
月
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
期
間
中
に
百
二
十
三
通

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

浮
き
橋
は
今
年
十
月
に
完
成
の
予
定
で
、
芦
野
湖
の
景

観
に
彩
り
を
添
え
、
公
園
の
名
所
と
な
る
も
の
で
、
県
内

に
在
住
す
る
方
、
又
は
当
町
に
本
籍
が
あ
る
方
を
対
象
に

募
集
し
て
い
た
も
の
で
す
。
 

六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
芦
野
湖
浮
橋
名
称
選
考
委
員
会

会
議
で
、
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
入
選
作
品
は
嘉
瀬
東
町
に
住
む
松
川
ヒ
サ
コ

さ
ん
の
『
芦
野
夢
の
浮
橋
』
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
八
年
度
の
行
政
協
力
委
員

会
総
会
が
、
五
月
二
十
七
日
に
役

場
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
会
長
に
竹
内
義
道
、
副
会

長
に
小
野
元
靖
、
白
崎
秀
一
、
米

谷
健
二
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
、
町
行
政
の

円
潤
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上

を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
託
し
た
委

員
で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

町と地域住民のパイプ 

平成8年度 

行政協力委員 

決定 
▲竹内 義道会長 

⑨印は会長 ＠印は副会長 〇印は常任委員 

【金 

〇 

木 地 区】 

本 	町 

栄 	町 

田 	町 

南 新 町 

角 田 正男

田 中 亮一

櫛引 照明

山 崎 昭二 

〇 

上 沢 部 

下 沢 部 

旭ケ丘一区 

二区 

三区 

白 川 勝美

白川 清光

北沢 清一

原 田 和 明

相内 修三 

上 新 町

〇 下 新 町

上昭和町

下昭和町 

本 	町 

山 中 昭三 

今 	兼春

花田 松義

木下 末孝

原田 清治 

上山道町 長尾 匡時 大東ケ丘 白 川 春雄 〇 冷 	水 今 	喜代治 

駅裏団地 田 中 孝治 雲雀ケ丘団地 古川 孝博 車 	町 阿部 定栄 

中山道町一区 中谷 定雄 第二金木団地 千葉千津子 畑 	中 内海 徳春 

二区 角 田 由美 芦野団地一区 工藤弥三郎 後 	町 須崎 繁男 

⑨ 下山道町 小野 元靖 二区 成 II‘ 	和子 〇 上 古 町 斉藤 亀七 

美晴町一区 鳴海 昭治 沖崎 恵子 ⑥ 下 古 町 白崎 秀一 朝日‘i地 

二区 太田 藤四郎 上 蒔 田 白 川 清二 〇 新 誠 町 平川 信長 

昭和町一区 葛西喜代志 下 蒔 田 徳田 文雄 新堤町一区 伊勢 義信 

〇 二区 角 田 金男 〇 神 	原 秋元 繁雄 二区 山 中 政藤 

神明町一区 小笠原正一郎 上 藤 枝 小山内正一 上鍛冶町 吉崎 ス サ 

二区 桑田 重― 中 藤 枝 工藤武一郎 〇 下鍛冶町 須崎正之助 

朝日町一区 中村 金一 下 藤 枝 工藤 金光 上中柏木 原 田 正弘 

二区 津島 信一 〇 湯 の 川 白川 安義 下中柏木 原田 藤衛 

北 新 町 秋谷 	清 林 	下 白 川 テイ子 【喜良市地区】 

小川町ー区 原 	..0 	良郎 向 	道 泉谷 文雄 〇 更生部落 菊池 良治 

〇 二区 木村不二男 女 	坂 泉谷 則昭 〇 西岩見町 伊藤 柾雄 

米 	町 松山 寿樹 上宇田野一区 泉谷 とみ子 〇 東岩見町 宮崎 与太 

川 端 町 長尾 精三 二区 泉谷 良一 林 	町 今 	慶八郎 

寺 	町 藤元 昭造 下宇田野一区 松橋 富秋 野 	崎 佐藤 政一 

東芦野町 中村 吉永 二区 其 U.U. 	幸枝 〇 北 本 町 太田 時郎 

〇 西芦野町 【嘉 瀬 地 区】 ＠ 下 派 立 米谷 健二 成●I 	国雄 

〇 浦 	町 花田柾五郎 雲雀野団地 木立 久二 上 派 立 桑田 茂則 

新 富 町 葛西 二郎 〇 東 	町 津田 勝衛 南 本 町 今 	治郎 

若松町一区 長尾 	一 上小栗崎 松 jII 	君男 上 柏 木 泉谷 信治 

二区 丹場 清人 中小栗崎 棟方 国仁 下 柏 木 中村 利宗 

三区 前多 一幸 下小栗崎 山 中 一輝 〇 下 	町 今 	勝慶 

四区 津島 ヒロ子 〇 上 派 立 花田 セ ッ 川 端 町 今 勇左エ門 

⑥ 見 崎 町 竹内 義道 中 派 立 伊藤 	均 双 葉 町 西村 弘昭 

三 軒 町 白川 勝一 下 派 立 鎌田 善光 
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職
氏
年
出
家

ト
ト
ト
ト
ト
 

山
々
に
は
若
葉
が
芽
を
吹
き
、
 

新
緑
に
包
ま
れ
る
季
節
に
な
っ

た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
広
報

を
ご
覧
の
皆
様
は
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
 

私
が
今
暮
ら
し
て
い
る
茨
木

県
小
山
市
は
、
関
東
平
野
の
ほ

ぽ
真
中
で
、
華
厳
の
滝
で
有
名

な
日
光
よ
り
南
側
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
 

現
在
の
私
の
仕
事
は
、
皆
さ

ん
が
日
々
使
用
し
て
い
る
電
話

の
中
枢
で
あ
る
交
換
機
と
い
う

機
器
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
の
勤
務
し
て
い
る
会
社

は
、
国
内

・
外
に
多
く
の
工
場

を
持
ち
、
海
外
で
の
生
産
に
伴
 

い
、
現
地
指
導
に
出
掛
け
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
更

に
、
国
内
出
張
で
様
々
な
土
地

柄
に
出
会
う
こ
と
も
多
く
、
自

然
の
多
い
地
方
に
行
く
度
に
故

郷
を
だ
ぶ
ら
せ
て
は
、
 「こ
こ

は
金
木
町
で
い
う
〇
〇
〇
に
似

て
い
る
な
」
な
ど
と
金
木
町
で

過
ご
し
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
県
人
会

の
一
人
と
し
て
、
多
く
の
人
が

訪
れ
る
町
、
自
然
を
豊
か
に
残

し
た
我
が
故
郷
・
金
木
町
の
更

な
る
発
展
を
遠
く
こ
こ
ろ
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。
 

天
理
教
の
分
協
会

・
布
教
会
天

理
教
育
森
教
区
西
北

（支
部
長
H
 

斉
藤
広
）
に
よ
る
清
掃
活
動
が
五

月
十
九
日
、
芦
野
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

天
理
教
で
は
、
毎
年
五
月
の
第

三
日
曜
日
を
奉
仕
の
日
と
し
活
動

の
一
環
と
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
 
「
ひの
き
し
ん
デ

ー
」
 

を
全
国

一
斉
に
展
開
。
今
年
で
ち
 

ょ
う
ど
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
斉

藤
支
部
長
が

「
一
生
懸
命
働
き
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
参

加
者
は
三
時
間
に
渡
り
遊
歩
道
や

花
壇
の
草
取
り
、
空
き
缶
拾
い
、
 

ト
イ
レ
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

お
昼
に
は
す
っ
か
り
椅
麗
に
な
っ

た
公
園
で
参
加
者
は
手
作
り
の
豚

汁
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

製
醸
藩
郡
越
 
芦野
公
園
を
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
 

'J 
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料
飲
店
組
合
の
活
性
化
そ
し
て

町
の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

金
木
町
料
飲
店
組
合

（
組
合長
【
 

田
中
豊
蔵
）
が
主
催
す
る
「
第
七

回
よ
い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
」
が
六

月
八
日
、
町
内
外
か
ら
五
百
名
が

参
加
し
て
町
内
の
飲
食
店
を
飲
み

歩
き
ま
し
た
。
 

よ
い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
は
、
地

吹
雪
体
験
ッ
ァ
ー
と
共
に
津
軽
の

冬
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
 

え
て
夏
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

ル
ー
ル
は
、
参
加
者
が
二
時
間

の
間
に
参
加
店
二
十
八
軒
の
中
か

ら
指
定
さ
れ
た
五
軒
を
そ
れ
ぞ
れ

廻
り
日
本
酒
銚
子
一
本
ビ
ー
ル
、
 

ウ
イ
ス
キ
ー
水
割
り
ジ
ュ

ー
ス
を

各
コ
ッ
プ

ー
杯
の
中
か
ら

ー
つ
選

び
完
全
に
飲
み
干
し
て
か
ら
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
歩
く
も
の
。
 

五
軒
の
は
し
ご
で
酔
い
も
廻
っ
た

の
か
参
加
者
は
顔
を
赤
ら
め
て
ゴ
 

ー
ル
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

＆
い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
 

ト
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
 

い
ま
し
た
が
今
回
か
ら
趣
向
を
変
 

(
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ま
ち
の
で
き
ご
と
 



町
を
花
い
っ
ば
い
に
 

ト
輪
に
な
っ

て
作
業
 

金
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
連
絡
協

議
会

（
会
長
H成
田
亀
逸
）
と
同

町
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

（会
長

H
 

小
山
内
ト
シ
エ
）
は
今
年
も
町
内

に
ミ
ニ
ダ
リ
ア
な
ど
を
植
え
た
プ

ラ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
 
「花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

五
月
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
 

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と

始
め
ら
れ
今
年
で
三
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
協
議
会
員
と

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
ニ
十
名
は
町

が
用
意
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
 

ミ
ニ
ダ
リ
ア
、
エ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
 

ミ
フ
ー
ス
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
五
種

類
を
各
百
本
ず
つ
五
百
本
を
百
一
一

十
五
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替

え
て
か
ら
中
央
公
民
館
前
や
警
察

署
前
、
役
場
前
な
ど
に
配
置
し
ま

し
た
。
 

連
絡
協
議
会
で
は
引
き
続
き
五

月
二
十
ニ
、
二
十
三
日
に
も
連
続

し
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
続
け
て

い
て
、
赤
や
黄
色
の
色
と
り
ど
り

の
鮮
や
か
な
花
が
歩
行
者
や
ド
ラ

イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
 

の
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
喜
良
市
字

千
刈
の
町
有
林
に
ひ
ば
の
苗
木
一
11
 

百
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
七
年
五
月
に
喜
良
市

山
国
有
林
で
山
火
事
が
発
生
し
、
 

約
百
五
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
失

し
た
た
め
翌
年
か
ら
造
林
試
験
林

と
し
て
焼
け
跡
に
杉
や
ひ
ば
な
ど

の
苗
木
を
植
樹
し
た
植
樹
祭
は
今

年
で
二
十
四
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
 

植
樹
祭
に
は
み
ど
り
の
少
年
団

▲
ク
ワ
を
持
つ
手
に
も
力
が
入
る
 

等
百
五
十
名
が
参
加
。
田
中
町
長

と
岡
本
署
長
が
「
津
軽
の
代
表
で

あ
る
ひ
ば
を
皆
さ
ん
と
共
に
残
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
引
き
続

き
、
今

・
成
田
両
県
議
会
議
員
が

祝
辞
を
述
べ
、
み
ど
り
の
少
年
団

を
代
表
し
て
喜
良
市
小
学
校
六
年

の
工
藤
信
之
君
が
「
緑
を
守
る
心

を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
参
加
者
は
、
ス
コ
ッ
プ

や
ク
ワ
を
片
手
に

O
・
二
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
渡
り
ひ
ば
の
苗
木
を
一

本

一
本
丁
寧
に
植
え
付
け

後
に

記
念
の
標
柱
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
 

僕
達
が

緑
を

守
り
ま
す
 
五

月
一
一
十
八日
、
金
木

・
中
里

一ー
一
、

0
・
、
」I
i・ー
 
町

と
金
木
営
林
署
（
署
長

H岡
本
 

一
圧
オ

3
0オ
糧
」
柱
 

元
こ
が
共
催
す
る
平
成
八年
度
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体に合ったイスを選ぶ 

い姿勢をつくる 

「首
相
の
イ
ス
に
座

る
」
「
社
長
のイ
ス
を

ね
ら
う
」
な
ど
、
地
位

や
力
を
意
味
す
る
こ
と

も
あ
る
イ
ス
は
、

も

人
間
味
の
あ
る
生
活
用

具
と
い
え
ま
す
。
会
社

や
学
校
の
イ
ス
は
も
ち
 

ろ
ん
、
食
卓
の
イ
ス
、
居
間

の
ソ
フ
ァ
、
自
動
車
や
電
車

の
座
席
、
公
園
の
ベ
ン
チ
 

:
：
。
わ
た
し
た
ち
は
、
起

き
て
い
る
時
間
の
大
半
を
イ

ス
の
上
で
過
こ
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
だ
け
に
、
せ
め
て
家
庭

で
は
、
自
分
の
体
に
合
っ
た

イ
ス
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。
 

食
卓
や
書
斎
の
イ
ス
な
ど

の
場
合
、
机
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
般
的
な
選
び方
と
し

て
は
、
イ
ス
に
深
く
腰
掛
け

て
み
て
、
か
か
と
が
床
に
し
っ
か
り

着
く
こ
と
が
基
本
。
足
を
ブ
ラ
ブ
ラ

さ
せ
た
ま
ま
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
、
 

足
が
む
く
む
な
ど
、
疲
れ
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
み
て
、
 

背
も
た
れ
が
き
ち
ん
と
背
中
の
中
心

を
支
え
る
も
の
を
選
び
ま
し
よ
ーつ
。
 

つ
い
猫
背
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

イ
ス
は
要
注
意
。
背
骨
が
曲
が
っ
た

状
態
だ
と
内
臓
を
圧
迫
し
、
呼
吸
や
 
 消

化
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
腰
痛
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
 

近
で
は
、
体
重
を
お
し
り
と
ひ

ざ
に
分
散
さ
せ
、
背
筋
も
自
然
に
伸

び
る
と
い
ー
っ「
バ
ラ
ン
スチ
ェ
ア
」
 

な
ど
の
健
康
イ
ス
も
人
気
で
す
。
 

ソ
フ
ァ
の
場
合
、
硬
さ
は
個
々
の
 

ス
 好

み
で
す
が
、
 一
般
的
に
は
、
 

硬
め
の
も
の
の
ほ
う
が
疲
れ

イ
 

に
く
い
よ
」つ
で
す
．
座
っ
た

る
 
姿
勢

を
し
っ
か
り
受
け
止
め

く
 
て

く
れ
る
た
め
で
す
。
も
っ

フ
 
と
も
、
ソ
フ
ァ
で
寝
そ
べ
っ

い
・
た
り
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
り
 

」H
 す
る
こ
と
が
多
い

「
と
こ
と

告
リ
 
ん
く
つ
ろ
ぐ
派
」
の
人
に
は
、
 

"
S
 
柔
ら
か
い
ソ
フ
ァ
の
ほ
ー
っが

い
 

重
宝
し
ま
す

o
 

座
る
し
ぐ
さ
や
腰
掛
け
た
 

美
 姿
勢
が
、
時
に
は
、
そ
の
人
 

の
人
柄
を
表
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
座
る
人
に
美
し
い
姿
勢
を
つ

く
ら
せ
る
イ
ス
が
、
い
い
イ
ス
で
あ

る
と
も
い
え
る
で
し
よ
う
。
 



●魚の衣焼き 

材 料（ 4 人分） 
白身魚 	25g位を12切り 
塩 	 小サジ1 
こしょう 	少々 

粉 	少々 
小麦粉 大サジ2 
卵 	小1個 
牛乳 	大サジ1 
スイートコーンクリーム 

50 g 
ハム 	30 g 
パセリみじん切り 

- 	lOg 
マーガリン 	20g 
つけ合わせ 
ブロッコリ- 120g 
ミニトマト 	12個 
ソース 
ケチャップ 大サジ1 
ウスターソース小サジ 2 
作り方 
①衣を作る。卵をよく溶きほぐ

し、牛乳、スィートコーンを加
え、次に小麦粉をダマになら
ないように混ぜる。最後にみ
じん切りにしたハムを混ぜる。 

②魚の骨と皮を取り塩・こしょ
うして小麦粉を薄くまぶしは 

ー 	たいておく。 
③フライパンにマーガリンを溶

かし、魚に衣をつけて中火で
裏表を焼く。 

④皿の手前に魚、後ろに野菜を 
盛りつけソースをかける。 

●小松菜と油あげの胡麻和え 

材 料（ 4 人分） 
小松菜 	300g 
油あげ 	40g 
白胡麻 	20g 
しょう油 	少々 
みりん 	小サジ 2 
だし汁 	％カップ 

作り方 
①小松菜は茄で 3cm の長さに切

る。 
②油あげは湯通しして縦半分に 

切り、さらに短冊切りにする。 
③白すり胡麻、みりん、だし汁、 

しょう油を合わせて和える。 

小
 
衣
 

粉
小
卵
牛
ス

麦
一
 

麦
 
乳

ィ
 

粉
 

一
 

ル
シ

ー
朝
食
」
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま

し
た
。
 

こ
の
日
受
診
し
た
約
百
五
十
名

は
、
前
日
の
夜
九
時
以
降
飲
食
を

し
て
い
な
い
た
め
 
「お
腹
が
ペ
コ

ペ
コ
だ
か
ら
う
れ
し
い
」
と
準
備

し
た
二
百
食
は
完
食
。
自
宅
で
も

作
れ
る
よ
う
に
と
の
同
委
員
会
の

計
ら
い
で
ヘ
ル
シ
ー
朝
食
の
レ
シ

ピ
を
用
意
し
て
受
診
者
に
手
渡
し

て
い
ま
し
た
。
 

青
山
会
長
は
、
 
「
こ
れ
を
機
会

に
、
自
分
の
健
康
管
理
と
食
生
活

を
見
直
し
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

.
 

「おかわりできますか？」の声も・・・ 

な
じ
み
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員

会

（
会長

n
青
山
ユ
キ
）
の
皆
さ

ん
が
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
六
月

七
日
嘉

瀬
公
民
館
で

行
わ
れ

た
 

食
生
活
を

も
つ

と

見
直
し

て

恥
岬宅環
繊
織
繰
 

ノ
「
ヘ
ル
シ
レ
朝
食
」
麟
蹄
 

「
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ

ー
」
 
でお
 
「

総
合
健
診
」
 
の
受
診
者に
「
へ
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I、Iしシー朝食 
●豆乳入り味噌汁 

材 料（ 4 人分） 
だし汁 カップ 3 
豆腐 半丁

油あげ 小1枚
ふのり 少々
豆乳の元 大サジ 4 
みそ 	大サジ 2 
作り方 
①豆乳の元をだし汁

で少しづつ練って
薄めておく。 

②だし汁を火にかけ油あげを入
れ、みそがとけたら豆腐と豆
乳の元を入れる。 

③豆乳の元を入れたらふたをし
ない事。豆乳がフワッと仕上
がって来たら火を止める。 

④おわんにふのりを入れ③のあ
たたかい汁を入れていただく。 

●牛乳かん天 

材 料（10人分） 
かんてんクック 1袋（ 4 g) 
水 	 500cc 
砂糖 	 50 g 
牛乳 	 200cc 
7 

作り方 
①鍋に水、かんてんクック、砂

糖を入れ、沸騰したら火を止
め、牛乳を入れてかき混ぜ、 
型に流す。 

②よく冷やして切って食べる。 
果物等をつけるとなお良い。 

今回は、エネルギ-356. 5Kcu 
で塩分3.3gとヘルシーで体に
優しい『ヘルシー朝食」です。 
皆さんもぜひお試し下さい。 

食生活改善推進委員会 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 
期
間
、
免
除
さ
れ
た
期
間
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
期

間
な
ど
の
合
計
が
二
十
五
年
以
上

あ
る
人
が
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
り
、
免
除
さ
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
期

間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

や
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資

格
を
満
た
し
て
い
る
人
が
死
亡
し

た
と
き
、
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
遺
族
に
は
、
生
計
維
持
関
係

や
年
齢
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
に
は
、
一
定
の
保
険
料
の
納
付

要
件
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な
年
金
 

⑥
障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
基
 
国
民
年

金
に
加
入
し
て
か
ら
の

礎
年
金
に
は
、
次
の
三
種
類
が
あ
 
病
気
や
ケ
ガ
で
、
障
害
の
状
態
に
 

り
ま
す
。
 

な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

⑨
老
齢
基
礎
年
金
 
＠

遺
族
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
 

こ
れ
ら
の
年
金
に
は
、
完
全
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
物
価
の
上

昇
に
合
わ
せ
て
年
金
額
も
自
動
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

一× 
《ゴミの不法投棄は 

やめましよう》 

たかがゴミを捨てるぐらいと思

っても、今は昔と違い不法投棄は

大きな罪となります。 

（廃棄物処理及び清掃に関する法

律、27条により 6 カ月以下の懲役

又は50万円以下の罰金と処する。） 

 

    

    

    

《ゴミの収集日について》 

燃えるゴミの日については、 1 

週間に1回となりましたが、祝祭

日も収集いたします。 

燃えないゴミの日については、 

祝祭日は収集しませんので、間違

いのないようにお願いします。 

× 	 ノ 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー

金
木
盆

栽
会
 

趣
味
の
盆
栽
い
じ
り
が

巧
じ
て
、
九
年
前
に
金
木

盆
栽
会

（
会長
【
吉
田
清

作
）
を
結
成
。
 

鉢
に
植
え
た
盆
栽
の
枝

を
眺
め
て
は
、
静
か
で
落

ち
つ
き
の
あ
る
味
わ
い
が

枝
ぶ
り
に
出
せ
な
い
も
の

か
と
日
夜
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
「
住
び
寂
」
と

い
っ
た
盆
栽
に
関
す
る
詳

し
い
知
識
を
勉
強
中
で
す
。
 

会
員
は
今
の
所
十
七
名
。
 

各
自
自
宅
に
は
約
二
百
鉢

も
の
盆
栽
を
所
有
し
て
お
り
ま
す

が
、
ど
れ
も
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
子
供
の
よ
う
で
値
段
の
付
け
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ニ
カ
月
に
一
回
、
各
会
員
の
自

宅
に
集
ま
り
、
 一
杯
や
り
な
が
ら

互
い
の
情
報
交
換
ゃ
「
お
棚
拝
見
」
 

と
称
し
て
勇
定
を
施
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
静
か
な
活
動
の
中
、
盆

栽
会
結
成
十
周
年
目
と
い
う
節
目

の
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
何
か
を
 
 し

よ
う
と
思
案
中
。
 

毎
年
六
月
上
旬
に
開
か
れ
て
い
る

恒
例
の
さ
つ
き
展
示
会
で
す
が
今

年
は
四
月
か
ら
の
低
温
で
さ
つ
き

の
開
花
も
遅
れ
た
た
め
六
月
二
十

一
、
二
十
二
、
二
十
三
の
三
日
間

に
渡
っ
て
金
木
町
商
工
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
 ご
来
場
下
さ
っ
た

方
先
着
三
十
名
様
に
、
会
員
等
が

育
て
た
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
 

⑦ 広報かなぎ川I川mm" 

▲金木盆栽会の皆さん 



’かなぎ公民館ブライダル情報’ 

丑APPY Wedding 
この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行＝事務局「金木町中央公民館」）により

カップルとなられた方々をご紹介いたします。 

1996. 5. 2 

新郎松 川 進 一さん（嘉 瀬） 

新婦三 上 厚 子さん（五開順市） 

1996. 5. 4 

新郎山 中 一 宏さん（嘉 瀬） 

新婦片 山 詠 子さん（木造町） 

1996. 5. 5 

新郎工 藤 貴 宏さん（五所順市） 

新婦原 田 未 来さん（嘉 瀬） 

★ご結婚をご予定されている方

は、お気軽に金木町中央公民館

にご相談ください。すべて事務

局が手配いたします。 

(合53一 3581) 

また、お二人のお名前と結婚

記念日を刺しゆうした豪華桐箱

入アルバムの記念品等々たくさ

んの特典があります。 

1996.5.11 

新郎小田桐 徹 明さん（嘉 瀬） 

新婦川 越 理 加さん（五 iIIL 司 

1996. 5. 12 

新郎伊丸岡 忠 昭さん（喜良市） 

新婦菊 池 裕 子さん（弘前市） 

'
 

I II川田―広報かなぎ ⑧ 

乞なたの善意 × 
ありがとう 

ごささいました 

▼社会福祉協議会へ 

原田 恵喜 （中柏木） 

父、助次郎さんの葬儀に寄せ 

られた香典の一部 

200,000円 

▼金木町へ 

鈴木 明寛 （青森市） 

太宰治の小説「津軽」に登場 

する町村の風景画 

フェルトペン画（10号）8枚 

匿名希望 

嘉瀬畑中路上手作りのごみ箱 

ぐつ 	 ノ 

r一ーα＞ー一一一一一一。＞ー一α＞＜芙＞"＞一一一一一ー一ー， 
I つがる弁 ク イ ズ  I 
1 このクイズは若い人の知らない、 聞いたことのない津軽弁 I 

§ を楽Iく、再発見してもらおうと問題にしたものです。 	§ 
§o.「びろたらしてねぶりかげ」 を標準語に直して下さい。 § 
， 正解者の中から抽選で3名様に素敵な記念品を差し上げま ， 

務0Aどん応募して下さい。 	 I 
8 ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入のうえ 8 
8 ①クイズの答 	 ②今月号のよかった記事 	8 
8 ③つまらなかった記事 ④ご意見・ご感想を記入のうえ 8 
8 〒037-02 金木町大字金木字朝日山323 金木町役場企画室 8 
8 までご応募下さい。応募の締切は 7月3日当日消印有効。当 8 
8 選者の発表は 7月号に掲載します。 	 8 
, 5月号は 「お父さん裏返しだよ。」「お父さん、お母さんで， 
サす。」のどちらか1つを答えた方を当選者と致します。 	サ 
サ 当選者は次の3名です。 	 サ 
， 一ーー喜良市 一 大ー橋 架早男さん 	 ， 
S  

， 	喜良市 	桑 田 憂 花さん 	 ， 
又 たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。今回 g 

登貫雄変鷲鷲鷲鷲鷲鷲慧三鷲efl』 ノIーノJ に’ー 1レ‘ーーノ“ノフーレししノーI孔」’グ1、I 、’。 	g 
~ザす・1一”11、1、つ～つ～り～一-nc工ン~」~一γ～口～り～~~ーT～一hつ～一T' 



金
木
病
院

力
ル

テ
 

便
 
秘
 

小
児
科
 

、
 
一
「
、
 ●
ョ
フ
 
、
 

・

川
J
 
4
大
ン
 
百
プ
 
I
ノ
 

※数字は100 g当たりの食物繊維量となります。 

●食物繊維の多い食品 

（単位：g) 

ヒジキ 35.5 バナナ 3.4 

シイタケ 31.9 コンニャク 2.8 

ワカメ 18. 3 シメジ 2.6 

アズキ 13.5 ナメコ 2.3 

エンドウ 12.5 イチゴ 2.2 

インゲン 10.7 ゴボウ 2.2 

ダイズ 7.8 オレンジ 2.0 

オートミール 7.0 カキ 2.0 

工ノキダケ コメ 

便
秘
と
は
か
排
便
回
数
が
極
端

に
少
な
く
、
糞
便
の
水
分
量
が
減

少
し
た
状
態
を
い
い
、
多
く
の
場

合
排
便
に
努
力
を
要
し
痛
み
を
伴

い
ま
す
。
し
か
し
時
に
ご
く
少
量

の
排
便
が
一
日
数
回
み
ら
れ
る
も

の
の
、
十
分
な
量
の
排
便
が
な
く

腹
痛
な
ど
の
原
因
と
な
り
治
療
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

原
 
因
 

小
児
の
便
秘
症
の
原
因
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
大
き
く
四
群
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
 

①
食
事
性
便
秘
 

授
乳
や
食
物
摂
取
の
絶
対
量
が

不
足
し
て
い
る
と
便
が
少
量
で
硬

く
な
り
ま
す
。
 

②
消
化
管
の
通
過
障
害
に
よ
る
便

秘
 腸

管
の
何
ら
か
の
障
害
に
よ
り

便
が
肌
門
に
達
せ
ず
便
秘
を
き
た
 

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

えん
し
・
く

③
消
化
管
の
麻
庫
あ
る
い
は
挙
縮
 
 に

よ
る
鞭
翻
 

脳
・
脊
髄
疾
患
な
ど
で
は
、
排

便
に
必
要
な
神
経
反
射
の
傷
害
あ

る
い
は
抑
制
が
お
こ
り
便
秘
を
き

た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
肺
炎
、
心

不
全
、
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
、
甲
状

腺
機
能
低
下
症
で
は
、
腸
管
運
動

が
低
下
し
頑
固
な
便
秘
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

④
基
礎
疾
患
を
伴
わ
な
い
機
能
性

便
秘
 

習
慣
性
便
秘
は
、
排
便
を
く
り

返
し
我
慢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
便
秘
で
す
。
便
塊
に
よ
っ
て

直
腸
壁
が
慢
性
的
に
進
展
さ
れ
て

い
る
と
直
腸
粘
膜
の
伸
展
受
容
体

の
感
受
性
が
鈍
く
な
り
、
便
塊
が

あ
っ
て
も
便
意
を
感
じ
な
く
な
り

ま
す
。
便
中
の
水
分
は
、
直
腸
壁

か
ら
も
徐
々
に
吸
収
さ
れ
、
便
は

次
第
に
硬
く
な
り
、
無
理
に
排
便

し
よ
う
と
す
る
と
、
肌
門
に
痛
み

を
感
じ
、
時
に
亀
裂
を
お
こ
し
ま
 

ち
ゆ

・つ
ち
ょ
 

す
。
こ
れ
が
排
便
を
跨
踏
さ
せ
、
 

さ
ら
に
便
秘
を
悪
化
さ
せ
る
と
い

う
悪
循
環
を
形
成
し
ま
す
。
 

症
 
状
 

乳
幼
児
で
は
、
腹
部
膨
満
、
食

欲
不
振
い
休
機
嫌
な
ど
の
症
状
を

示
し
、
堰
吐
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

年
長
児
で
は
、
腹
部
不
快
感
、
 

反
復
性
腹
痛
を
訴
え
、
腹
痛
は
軽

い
も
の
か
ら
激
烈
な
も
の
ま
で
様

々
で
す
。
 

診
 
断
 

出
生
直
後
よ
り
頑
固
な
便
秘
を

き
た
す
も
の
に
は
、
消
化
管
の
閉
 
 

へ
 

塞
や
狭
窄
な
ど
の
外
科
的
疾
患
が

多
く
、
乳
児
期
に
な
る
と
食
事
性

の
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
幼
児
期
で
は
、
排
便
を
い
や
が

る
た
め
の
習
慣
性
便
秘
が
多
く
な

り
ま
す
。
 

治
 
療
 

①
食
事
療
法
 

乳
児
で
は
、
砂
糖
水
、
果
汁
な

ど
が
有
効
で
す
。
乳
児
期
以
降
で

あ
れ
ば
、
便
の
量
を
増
加
さ
せ
腸

管
に
機
械
的
刺
激
を
与
え
る
繊
維

や
残
澄
の
多
い
食
品
で
あ
る
野
菜

類
、
豆
類
、
き
の
こ
類
、
海
草
、
 

い
も
類
を
多
く
与
え
ま
す
。
 
 

②
生
活
指
導
 

患
児
が
二
歳
半
か
ら
三
歳
以
降

の
場
合
は
、
排
便
訓
練
が
可
能
で

あ
る
の
で
、
朝
食
あ
る
い
は
タ
食

後
な
ど
決
ま
っ
た
時
間
に
便
意
が

な
く
て
も
五
か
ら
十
分
間
ト
イ
レ

に
行
か
せ
排
便
習
慣
を
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

便
が
順
欧
誹
便
時
に
痛
み
を
伴

う
時
に
緩
下
剤
を
併
用
し
て
痛
み

を
取
り
除
き
、
排
便
を
嫌
い
に
さ

せ
な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

③
薬
物
療
法
 

以
上
の
治
療
に
よ
り
良
い
結
果

が
得
ら
れ
な
い
時
は
、
薬
物
療
法

を
行
い
ま
す
。
薬
物
と
し
て
は
、
 

非
吸
収
性
の
糖
質
で
あ
る
ラ
ク
ツ

ロ
ー
ス
ゃ
、
水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
乳
酸
菌
製
剤
な
ど
が
用
い
ら

れ
ま
す
。
大
腸
刺
激
性
下
剤
も
小

児
に
対
し
て
使
い
ゃ
す
く
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

一
 
亡
」
」
一
へつ
ウ
七
喋
ノ
 

一一
ロ
】
1

‘く
ー
ョ6
て
 

広
報
か
な
ぎ
五
月
号
に
誤
り
が
 

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
 

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
ニ
ペ
ー
ジ
 

①
 
松
田
 
敏
裕
 

⑧
 
松
田
 
敏
也
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長今田黒木安木大

お 利 中滝下田田橋 

言者鰯鷲欝難 
な駆琵- 騒 
に簿慧鷲誉 

の 

窓 

籍 

P 

、
、
ー
 

ノ
 

人

口
と
世

帯
 

／
 

、
 

 

、 

5 月末現在 	前年同月比 

男 5,955人 	△ 32人 

女 6,554人 	△ 51人 

計 12,509人 	△ 83人 

世帯数 3,908 	 26 

 

 

	ノ 

五
月
届
出
分

お
め

で
と

う
 

秋
元
 

瑛
貴

（
春
美
）
嘉
 
瀬
 

翁
嶋難
一
麓
慧
「
 

気
詳
薙
一
難
発
細
 

（
霧気
”
一
謎
晦ね
 

（
齢
魂畑（
舞
幕
騒
 

（
」
晦転
一
静一
詳
扇
 

（
籍
熱
乾
薙
瓢
轟
 

雁
讐

一
詳一
」ね
 

（
鱗
難
躍
霧
器
 

（
賛
轟
操
嘉
騨
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

お

く
や
み
 

岩
間
 
清
作

（
7
6才
）
金
 
木

黒

川
 
ミ
ネ

（
7
5才
）
中
柏
木

神
島
 

専

造

（
8
0才
）
嘉
 
瀬

徳
田
 
長

七
（

8
4才
）
金
 
木

中
谷

美
千
代
（

3
8才
）
川
 
倉

池

田
 
喜

貞
（

8
1才
）
金
 
木

佐
藤
 

チ
ナ

（
9
0才
）
金
 
木
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）
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（
団
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）
 

II・ III 111111田広報かなぎ ⑩ 

は じめま して 
り
航
 

大

s

大

o
 
 

●

善
  

ー
 

（
〈
 

、
  

（
・雫
、一

 

ゆう 	と 

雄 	登 

も一、昏 

一し 	g 慧 
フアイト！一発！元気な子！ 

（父 黒滝満彦より） 

3 人いっまでも仲良くね 
（母木下千秋より） 

事
驚
 

りよ

う すけ 
諒 介 
 

(
J
 与
 
 ”

】
 

 
」
一一
 

「
 

 

い
 

y・
脅
  

-
 

γ

0
'
 

,
  

組い 

力日か

留る 

~ 

とにかく健康第一 
（父 木田康之より） 

人の心の痛みが分かる子に育っ
て欲しい（父 田中祐平より） 

て伝爺シ 
〇届けました 

5 月 3日 芦野公園内 
茶色の財布 1つ‘緑色の財布 1つ 

5 月 4 日 芦野公園内 
赤色の財布 1つ 

5 月 4 日 金木朝日山317- 13路上 
スーパーフアミコンソフト 

5 月 5 日 芦野公園内 
黒色の財布 1つ・白色のポーチ1て） 

5 月 7 日 芦野公園内 
黒色の帽子 乳児用 頭回り50cm 

5 月 8 日 嘉瀬駅前電話BOX内 
茶色の小銭入れ1つ 

5 月12日 金木芦野365-705 
鍵の 5 つ付いたキーホルダー 

5 月15日 金木病院内 
紺色の財布 1つ 

心当たりの方は、金木警察署落とし 
もの係りまで。 
〇係から 

このコーナーを利用したい方は役場 
企画室まで。 

く ／ 

て
 


